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ハイウェイ・セクタープロジェクト（Ⅱ） バンコク～チョンブリ道路建設事業（1）

■借款概要

■事業概要

東北部および中部タイにおける県道・地方道の改

良・拡幅・修復により、道路ネットワークを効率化し、

地場産業の育成等を図るもの。

■評価結果

対象路線（IM-7、IM-14）の交通量実績は、同国経

済の急速な発展、地方の経済開発、モータリゼーショ

ンの発達等を反映し、大幅に計画を上回ったものとな

っており、アプレイザル時の目的を十分に達成してい

ると言える。

IM-7は東北部の主要都市ウドンタニを中心とする道

路ネットワーク上、IM-14はバンコク首都圏と北部・

東北部を結ぶ道路ネットワーク上、重要な部分を構成

しており、地域の交通渋滞を解消することによって、

それぞれ農産物流通ならびに産業振興・物資輸送の効

率化に対し期待どおりの貢献をしているものと言え

る。

維持管理は経験豊富な運輸通信省道路局がマニュア

ルにもとづき適切に行なっており、予算面でも特段問

題はない。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

2,184百万円 / 973百万円

1993年1月

金利3.0％、返済25年（据置7年）

1999年3月

タイ東北部の対象路線IM-7

タ　イ

ハイウェイ・セクタープロジェクト（Ⅱ）

■借款概要

■事業概要

バンコクから東部臨海開発地域に至る既存国道の混

雑を緩和し、同地域開発計画の進展に伴う交通量の増

大に対処するため、新規に都市間高速道路を建設する

もの。

■評価結果

本道路はバンコク東部外環状道路および東部臨海開

発計画関連道路と連結しており、バンコク・東部臨海

地域間およびバンコクを迂回する北部・東北部地域へ

の物資輸送に貢献していることから、産業道路として

の効果が大きい。なお、東部臨海地域開発は、バンコ

ク首都圏が飽和状態であることから工業団地の建設等

が行われており、高い優先度を有している。

本道路の交通量実績（2000年33,060台／日）は、計

画時予測値（同年29,006台／日）を上回っており、現

在建設中のバンコク第二国際空港へのアプローチも可

能になるため、同空港完成後は利用者がさらに増加す

ることが見込まれている。

実施機関である運輸通信省道路局は、本事業を含め

都市間有料高速道路の運営・維持管理を順調に実施し

ている。

承諾額/実行額

借款契約調印

借款契約条件

貸付完了

15,497百万円／13,435百万円

1990年12月

金利2.7%、返済30年(据置10年)

1999年4月

バンコク～チョンブリ道路

タ　イ

バンコク～チョンブリ道路建設事業（1）


